
 



 



 



令和５年度 学校評価（教職員自己評価・保護者・生徒アンケート）結果について 

【教職員の自己評価】 

 ○本校は，個人の評価よりも全体の評価で高くなっているものを本校の「強み」とし，全体と個人の双方で低い評 

価の項目は「課題」としている。その視点で捉えると「強み」全体評価＞個人評価(０.3以上)となる項目は， 

前回同様．9「保護者地域住民に積極的に情報を発信」の 1項目であった。 

一方，本校の「課題」となる全体・個人の双方で低い項目は，4「多忙化解消」，11「小中連携」と前回と同じ 

結果となっている。 

学校全体では課題として認識した方がよいもの（全体評価＜個人評価(０.3以下)となる項目）は，3「校務分掌 

の適切な遂行」，5「職員間の報告・連絡・相談」，12「教育環境の整備」，15「基礎学力の定着」，18「指導と 

評価の一体化」，19「思いやりの心を育む指導」，20「豊かな心を培う」，26「生徒の相談」，31「望ましい人 

間関係を育む集団づくり」，32「支援教育の推進」の 10項目と考える。 

本校の「強み」である「保護者地域住民に積極的に情報を発信」では，今年度，積極的に学校開放日やホームペ 

ージで教育活動の様子を紹介してきた。家庭，地域との連携を構築していくためには，学校について関心を持 

ってもらうことが必要と考える。引き続き，学校，家庭，地域が連携して教育活動を推進していく取り組みを行 

っていきたい。また，「課題」である「多忙化解消，小中連携，学習の取り組み，生徒指導や教育相談」につい 

ては，今年度，ＩＣＴ活用による事務作業軽減，出前授業や体験授業等の小中連携の取り組み，生徒とのふれ合 

う時間を確保するための教育課程の見直しに取り組んできた。引き続き評価と改善を進め，来年度に向けて取 

り組んでいきたい。 

 

【保護者のアンケート結果】 

 ○今回改善が見られた項目は，学習について 2項目，学校生活で 1項目，地域の活動および PTA活動で 2項目 

となった。№7「教師はわかりやすい授業をしていると思いますか。」，№8「お子さんは授業の内容を理解して 

いると思いますか。」については，日頃の先生方の学習指導について保護者が理解を示してくれていると考える。 

校内研究で取り組んでいる内容が生徒に上手く伝わっていると捉えている。今後も指導と評価の一体化に向け 

て授業改善に努めていきたい。№9「学校行事，生徒会活動，部活動は効果的に行われていると思いますか。」， 

№19「お子さんは，地域の行事に積極的に参加していますか。」，「PTA総会（本会や学年）・授業参観・学校行 

事等に参加していますか。」についてはコロナ禍の制限がなくなった事の影響と先生方が生徒一人ひとりに寄り 

添い，共に活動している姿が評価されていると考える。保護者にとって直接目に見える学校の様子は，学校へ 

の理解につながる。引き続き，学校生活の様子を発信していくともに生徒に自己有用感や満足感・成就感をが 

得られるような実践を心がけていきたい。 

下がってしまった項目は，生徒の指導で 2項目，学習関係で 1項目，家庭生活等で 2項目となった。№5「学 

校は子どもたちの間違った行動に対して，きちんと指導していると思いますか。」，№6「学校は生徒の進路や生 

き方についてしっかり指導していると思いますか。」については，生徒指導の機会が増えていることが大きく影 

響していると考えられる。生徒指導上の生徒・保護者の対応についてはスピーディーな対応と，困っている生 

徒に寄り添う対応が大切である。また，保護者への連絡等の連携を密にしていかなければならない。進路や生 

き方についても担任以外の他者との関わりを持たせていくことが大切と考える。№13，№16，№17家庭学習 

や通知類の提出，家の手伝いについてはこれまでも課題となっている。家庭学習の取組や通知類の確認等は， 

保護者への連絡等，具体的な対応をしていく必要がある。家庭学習では，より丁寧な学習指導と家庭学習の取 

り組み方を学校全体で検討していかなければならない。家の手伝いについては日頃の奉仕的な指導を，学校で 

もより意識して取り組んでいきたい。家庭との連携については，今年度取り組んだ事を継続していきたいと考 

えている。 



【生徒のアンケート結果】 

 ○前回（Ｒ４）より改善した項目については，№14「家庭学習ノートは，毎日必ず提出していますか。」，№15「家 

の人と学校の様子について話をしていますか。」である。家庭学習については，まだまだ低い数値ではあるが， 

学校の丁寧で粘り強い指導が少しずつ実を結んできていると考える。№15について，家庭で学校の話題が出る 

ことは学校についての関心を家庭が持ってくれることにもつながるので大変良い傾向である。家庭との連携を 

図るために，学校側からも便り，ホームページ，電話連絡等を行っていくことは大切であると考えている。 

№11「困った時に相談できる先生はいますか。」については，令和 3年度と同じ水準ではあるが，9ポイント下 

がった。学年によっても差はあるが，否定的な回答率が高くなった要因を分析し，教師と生徒のふれ合う時間 

を確保できるように努めていく必要がある。生徒指導的な課題も大きく関係しており時間的なゆとりもない中 

ではあるが，二者懇談やプログラム委員会，学年生徒会等を実施して教師と生徒の対話する時間や機会を確保 

していきたい。宿題や家庭学習に関する項目の№12，13は前回同様に低い肯定率となり，保護者も課題として 

捉えている。宿題や家庭学習については，学習へのフォロー（放課後の学習支援やテスト前の学習支援等）につ 

いて全校体制で取り組み，改善を図っていきたい。校内研究の内容を生かして授業の工夫と改善も今年度以上 

に進めていきたい。№16「学校からの通知（たよりなど）をその日のうちに家の人に渡していますか。」の項目 

も低い肯定率であり，保護者も同様の結果となっている。学校の考えや方針を伝えて理解してもらうためにも 

家庭との連携（定期的な連絡等）を図っていきたい。 

 

保護者のアンケート結果については，数値が厳しいものについては学校に対する期待として，評価結果をよく 

分析して，生徒のより良い成長のために全教職員一丸となって教育活動に取り組んでいきたい。生徒のアンケ 

ート結果については，概ね良好な結果として捉えてもよいが，課題については丁寧に分析し，学校全体の課題 

として改善に向けて対応していきたい。また，学校だけではなく，学校，地域，家庭との三者で連携して小淵沢 

の生徒を健やかに成長させていくことができるように全力で取り組んでいきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


